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CRT 栃木放送『開倫塾の時間』林明夫の歩きながら考える 2026 年 8 月 29 日(土)放送内容資料

2026年８月26(水)午前９時からCRTスタジオで収録 

 

夏の終わりに、第一志望校の選び方を考える 

 

開倫塾 

塾長　林明夫 

 

Ｑ：受験生にとり、「第一志望校」はどのように決めたらよいのですか。  

Ａ：(１)高校入試や、大学入試でどの高校、大学を目指すのか、「第一志望校」を決めるのは、自

分の生き方、人生を左右する大きな決断です。  
(２)一番大事なのは、  

①「自分の運命は自分で切り開く」  
②「自己責任」(自分の行動の責任は自分で取る)  
③「自助努力」(自分の身は自分で助ける)このような基本的な考えです。  

(３)もし可能であれば、  
①一生かけてやりたい仕事や、活動を思い描く。  
②その仕事や活動を行うには、どのような勉強をしたらよいかを考える。  
③そのうえで、高校を選ぶ。大学を選ぶ。  

 

Ｑ：たとえば、どのようなことですか。  

Ａ：(１)法律家、たとえば、裁判官や弁護士、検察官になり、社会のためにつくしたいと考えたら、

どうするか。  
①法律家になるために、司法試験に合格しなければなりません。  
②司法試験に合格するためには、司法試験に合格者の多い「法科大学院」で法律を学ぶこと

が求められます。  
③そのような「法科大学院」で学ぶためには、そのような「法科大学院」に合格できる「大

学」に入学し、大学を卒業しなければなりません。  
④大学に入学するためには、高校に入学し、高校を卒業しなければなりません。 

⑤ではどのような高校、大学、法科大学院に進学すればよいか。  
〇このように具体的に考える必要があります。  

(２)医師や獣医、薬剤師やレントゲン技師など医療に従事したければ、どうするか。  
①各々の国家資格が取れる「大学」「大学院」に進学し、卒業する必要があります。  
②そのような大学に合格するには、合格できる高校に進学し、卒業する必要があります。  

(３)警察官や消防士、自衛官、公務員、教師などになり社会のために活躍したければ、高校や、

大学、短期大学、専門学校を卒業し、採用試験や国家試験に合格することが、求められます。 

(４)自動車整備士やバスの運転手になりたければ、整備士の専門学校や自動車学校に進学し、

国家資格や、免許証を取得しなければなりません。  
(５)このように、多くの仕事や社会的活動を行うには、高校や大学専門学校などで学び、国家

資格や、免許などを取得することが求められます。  
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(６)自分の生き方は自分で考えるためにも、これからの世の中では、どのような仕事や社会的

活動が求められるのかを、調査・研究。どこでどのように学んだらよいかを考えることをお

すすめいたします。   
 

Ｑ：これからの世の中で必要となる仕事や社会的活動は何ですかそれらを見つけるには、どうした

らよいのですか。  

Ａ：(１)今ある仕事の多くは、これからの世の中で必要と考えます。  
①ただ、AI や、科学技術の進歩のスピードはとても速いので、同じ仕事でも、今と同じ方

法で行うとは限りません。  
②また、今は、仕事の多くは、日本人と一緒に行っていますが、これからは、外国出身の方

々と一緒に行うことが多くなると考えます。  
③今、仕事の多くは、日本で行っていますが、これからは、仕事の多くを、日本以外の国や

地域で行うことが多くなると考えます。  
(２)では、世の中がどのように変化し、仕事や社会的活動の仕方がどのように変化するのかを

知るのに役立つものは何か。  
①一番お薦めしたいのは、「新聞を、毎日、30 分以上、一面から、舐めるように読むこと」

です。できれば、「英字新聞」にも挑戦することをおすすめします。  
②テレビやラジオの特集番組を視聴することも、とても役立ちます。  
③世の中の変化を先取りしているところに出かける。  
④世の中の変化を先取りし、ではどうしたらよいかを考え続けている人のお話を聞くのも、

有益です。  
(３)①ある程度基本的な知識を得たら、そのテーマについて、インタネットなどで、徹底的に

調べる。  
②そのテーマについて、詳しい本を見つけ、何回も読み返す。  
③そのうえで、思い考えたことを、文章にしてまとめてみることを、お薦めします。  

 

Ｑ：最後に一言どうぞ。  

Ａ：自分がやりたい仕事や、社会的活動、生き方が、ある程度見つかったら、どうするか。  
(１)①同じような「志を持ち一生をかけ活動した先輩の『伝記』や『著作・作品』を読む。 

②活動した場所を訪れる。  
③「記念館」などがあれば、出かけてみる。  

(２)これに関係する、超おすすめの本を、３冊紹介します。  
①内村鑑三著「後世への最大遺物。デンマルク国の話」岩波文庫  
②内村鑑三著「代表的日本人」岩波文庫  
③福沢諭吉著「福翁自伝」岩波文庫  

(３)どこに行けばこのような勉強ができるのか。おすすめの場所が、11 か所あります。 

①「学校図書館　　 

②「公共図書館」　　　　 

③「大学図書館」　 

④「街の本屋さん」  
⑤「美術館」　　　 
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⑥「芸術(音楽)ホール」 

⑦「歴史館」 

⑧「科学館」  
⑨「博物館」 

⑩「文藝館」 

⑪「文学館」 

⑫「総合体育館」  
〇まだまだたくさんあります。  

 


